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【受賞理由】

この研究は、被災地の復興支援のための消費行動と消費者の利他的意識とが関係しているかにつ

いて、①その度合いを測るための指標によるアンケート調査、②消費行動と消費者の社会的属性、

③消費者の消費行動と被災地との社会的つながり、などの３つの側面から分析し、その関係を明ら

かにするというものである。そして、これらの分析成果から、ア、利他的意識の度合いが強い消費

者ほど、復興支援の消費に積極的であること。イ、社会的属性による消費行動の差異については、

年齢や学歴は消費に負の影響があること、男性や所得の属性は、正の影響傾向がみられること。ウ、

被災地復興支援の消費行動と被災地との社会的つながりに関する意識については、国内での被災地

製品の購買意欲は高かったが、それに比べて、台湾や韓国の製品については、その傾向はみられず、

社会的つながりの意識の高低では、国境を越えてまでは及ばないこと、などを明らかにしたとする

ものである。利他主義が、被災地への寄付行為だけでなく、被災地産の食品や飲料品の購入といっ

た復興支援の消費行動に及ぼす影響を明らかにした一連の研究は、オリジナリティが高く、心理学

的な測定尺度と経済的な選択実験手法を組み合わせた分析手法によるその研究成果は完成度も高

く、信頼度や明確性も非常に高いと考えられる。

筆者が述べるように被災地復興支援にかかわる消費行動を心理学や経済学の手法を融合した手法

で明らかにしようとする試みはチャレンジングな試みとして大いに評価に値するものと思われる。

よって、「学術論文賞」に値するものとして、ここに推挙する次第である。
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